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研究進捗状況報告書の概要 

 

１ 研究プロジェクト 

学校法人名 東京女子医科大学 大学名 東京女子医科大学 

研究プロジェクト名 死因究明のための脳神経外傷の診断と病態解析 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

日本では、病気や怪我のために不幸にも死亡された人々の医学的知見を後世の人々の

健康に活かすために、死因究明制度の制定が望まれている。制度制定には大学の法医学

教室が行っている法医解剖による剖検率を向上させ、精度の高い剖検診断を行うことが必

要である。脳神経外傷は交通事故や転倒・転落等による主要な死因であるが、本事業は脳

神経外傷の剖検診断に特化した研究拠点を形成し、大学法医学教室を中心とした死因究明

の制度を制定するためのモデルとすることを目的とする。 

本事業では脳神経外傷の剖検診断から基礎研究までを統合して実施する研究拠点を形

成する。即ち、Ⅰ．脳神経外傷の剖検診断を充実させるために病理診断、薬物分析、ＤＮＡ

解析等の法医解剖に伴う各種検査の体制を整える。Ⅱ．東京都 23区内の法医解剖のうち脳

神経外傷の事例を重点的に受け入れ、脳神経外傷の剖検診断のための標準化診断指針を

作成する。Ⅲ．司法解剖から得られたアイデアを基にして、モデル動物を用いた脳神経外傷

の診断と病態解析に関する研究を行い、脳神経外傷の基礎研究を推進する。Ⅳ．大学法医

学教室を中心とした死因究明制度を構築する際のモデルとして提案する。 

脳神経外傷に特化した研究拠点を形成することにより、①事故等の患者と家族への貢

献、②人々と社会（医療と司法機関）への貢献、③学術分野（脳神経外傷学、法医学）への

貢献、④研究者育成（基礎研究者と法医学者）への貢献が可能となる。 

 

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

Ⅰ．脳神経外傷の剖検診断の体制整備：法医解剖の標準業務手順書を作成し、薬物分析と

DNA 解析の設備を整え検査体制を確立した。事例検討会、見学実習を開催し、外部の司

法関係者や医師らと解剖結果を検討して剖検精度を向上させ、学外から医師や医学生の

研修を受け入れて人材育成に努めた。 

Ⅱ．法医解剖の積極的受入れ：年間解剖数が本事業開始前の約 1.5 倍に増加し、脳神経外

傷の事例を重点的に受入れ、社会の治安維持への貢献と共に脳神経外傷剖検データベ

ースを構築した。 

Ⅲ．脳神経外傷の基礎研究推進：法医解剖から得られたアイデアを基にして、モデル動物を

用いた脳神経外傷の診断と病態解析に関する研究を行い、脳神経外傷の基礎研究を推

進し、学内外から医師が研究に参加した。 

Ⅳ．死因究明制度モデルの提案：国際学会ワークショップ、国内学術集会を主催し、学術誌

の法医学特集号の編集を担当し、国内外に脳神経外傷に特化した研究拠点のあり方を提

示した。評価委員会や関係省庁との検討結果を踏まえ、本事業の成果が大学を中心とし

た死因究明制度のモデルとなることを目標として計画を実行している。 
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平成２６年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名  東京女子医科大学    ２ 大学名  東京女子医科大学  

 

３ 研究組織名  東京女子医科大学 医学部 法医学講座           

 

４ プロジェクト所在地  東京都新宿区河田町８番１号              

 

５ 研究プロジェクト名  死因究明のための脳神経外傷の診断と病態解析  

 

６ 研究観点   研究拠点を形成する研究                      

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

木林 和彦 医学部 法医学講座 教授・講座主任 

 

８ プロジェクト参加研究者数  7 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     ○生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

島田 亮 
東京女子医科大

学・講師 
脳神経外傷による脳内病態解析 

脳神経外傷の基礎研究の

推進 

多木 崇 
東京女子医科大

学・講師 
脳神経外傷による脳内病態解析 

脳神経外傷の基礎研究の

推進・DNA 多型解析 

中尾 賢一朗 
東京女子医科大

学・准講師 
脳神経外傷による脳内病態解析 

脳神経外傷の基礎研究の

推進・薬物分析 

（共同研究機関等） 

早川 輝 

東京都監察医務

院・監察医 
脳神経外傷による脳内病態解析 

脳神経外傷の基礎研究の

推進 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成  年  月  日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

日本では死因を究明する制度が諸外国と比べて不十分であり、病気や怪我のために不幸

にも死亡された人々の医学的知見を後世の人々の健康に活かすために、死因究明制度の

制定が望まれている。制度制定には大学の法医学教室が行っている法医解剖による剖検率

を向上させ、精度の高い剖検診断を行うことが必要である。脳神経外傷は交通事故や転倒

転落等での主要な死因であるが、本事業は脳神経外傷の剖検診断に特化した研究拠点を

形成し、大学法医学教室を中心とした死因究明制度を制定するためのモデルとすることを目

的とする。法医解剖は人権擁護や治安維持に必要であると同時に、学問分野としての法医

学の発展のための基礎研究の課題を見出す場である。法医解剖等の法医学実務から得ら

れたアイデアを基に脳神経外傷の診断と病態解析に関する基礎研究の発展も目標である。 

本事業では脳神経外傷の剖検診断から基礎研究までを統合して実施する研究拠点を形

成する。即ち、Ⅰ．脳神経外傷の剖検診断を充実させるために病理診断、薬物分析、DNA 解

析等の司法解剖に伴う各種検査の体制を整える。Ⅱ．東京都 23区内の法医解剖のうち脳神

経外傷の事例を重点的に受け入れ、脳神経外傷の剖検診断のための標準化診断指針を作

成する。Ⅲ．法医解剖から得られたアイデアを基にして、モデル動物を用いた脳神経外傷の

診断と病態解析に関する研究を行い、脳神経外傷の基礎研究を推進する。Ⅳ．大学法医学

教室を中心とした死因究明制度を構築する際のモデルとして提案する。 

脳神経外傷の剖検診断・研究に特化した研究拠点を形成することにより、①事故等の患者

と家族への貢献、②人々と社会（医療と司法機関）への貢献、③学術分野（外傷学、法医学）

への貢献、④研究者育成（基礎研究者と法医学者）への貢献を目標としている。 

（２）研究組織 

１．東京女子医科大学医学部法医学講座の以下の教員による研究体制である。 

１）研究代表者 教授・講座主任 木林和彦 研究総括、２）非常勤講師 呂 彩子（現．聖

マリアンナ医科大学法医学准教授） 脳神経外傷研究担当、３）講師 多木 崇 脳神経外

傷研究・DNA 多型解析担当、４）講師 島田 亮 脳神経外傷研究担当、５）准講師 中尾

賢一朗 脳神経外傷研究・薬物分析担当、６）特任助教 町田光世 脳神経外傷研究・

DNA 多型解析担当、７）非常勤講師 宇都野 創（現．東京医科歯科大学法歯学特任助

教） 脳神経外傷研究担当 

２．東京女子医科大学医学部法医学講座の以下の職員が研究支援を行う。 

１）検査副技師長 長谷川政幸 脳損傷研究補助、２）検査技師主任 坂野久仁子 脳損

傷研究補助、３）事務係長 森 裕美 総括補助、４）研究技師 渋谷美郷 脳損傷研究補

助、５）研究技師 多々良有紀 （現．法医学特任助教）研究補助、６）嘱託職員（事務） 松

﨑直美 総括補助 

３．学内共同研究者 

１）脳神経外科学講座医師 阿部圭市 脳神経外傷研究、２）脳神経外科学講座医師 富

永禎弼 脳神経外傷研究、３）救急医学講座医師 永井玲恩 中毒学研究 

４．学外共同研究機関 

１）東京都監察医務院監察医 早川 輝 脳神経外傷研究（東京都福祉保健局から派遣） 

（３）研究施設・設備等 

１．東京女子医科大学医学部北校舎 2階法医学教室 241m2、使用者 17名 

２．アルコール分析用ヘッドスペース GCシステム（SHIMADZU・GC-2014AF一式、平成 26年

度私立大学等研究設備等整備費） 利用時間 3 時間×月 12 回×27 月（平成 27 年 2 月

～平成 29年 5 月）＝972時間 
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（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

Ⅰ．脳神経外傷の剖検診断のための体制整備 

１．司法解剖と新法解剖の標準業務手順書を作成した（平成 26 年度）。 

２．*1 剖検診断の充実のため、アルコール分析用ヘッドスペース GC システムを研究設備

として購入して設置し、エタノール、アセトン、メタノール等の血中の揮発性物質の同時

定性・定量方法を確立した（平成 26年度）。 

３．*2法医解剖では部分遺体や異型輸血などでDNA解析が必要な場合がある。剖検診断

の充実のため、STR（short tandem repeat：短塩基繰返配列）と SNP（single nucleotide 

polymorphism：一塩基多型）を指標とした DNA 解析の実施体制を整備した。 

４．内部事例検討会 27 回（日本医師会死体検案講習医師、検察官、警察官、海上保安官

対象）、見学実習 4 回（全国医学生、研修医対象）を開催し、法医解剖結果を検討して

剖検精度を向上させるとともに、学外から医師や医学生の研修を受け入れ、人材育成

に努めた（平成 26～28 年度）。 

Ⅱ．東京都 23区内の法医解剖の積極的受入れ 

１． 本学での法医解剖の件数は 10年前の約 10倍に増加し、平成 28年は 99件で本事業

開始前の約 1.5 倍に増加し、脳神経外傷の事例を重点的に受け入れた。また、学外の

医学部学生、医師、検察官、警察官、海上保安官などの法医解剖見学者数は年間約

500名であった（表 1）。 

 
表 1．平成 19～28年の法医解剖数と見学者数 

 19年 20年 21年 22 年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 

法医解剖数（件） 7 31 43 45 76 95 62 88 44 99 

見学者数（人） - 267 342 298 490 598 362 530 236 516 

 

Ⅲ．脳神経外傷の診断と病態解析に関する基礎研究の推進 

１． 法医解剖から得られたアイデアを基にして、モデル動物を用いた脳神経外傷の診断と

病態解析に関する研究を行い、脳神経外傷の基礎研究を推進した（平成 26～28 年

度）。東京都福祉保健局からの派遣で東京都監察医務院監察医 早川 輝 氏が脳神

経外傷の基礎研究に参加している（平成 28 年度）。 

Ⅳ．大学法医学教室を中心とした死因究明制度を構築する際のモデルの提案 

１． *3国際学会ワークショップと国内学術集会を各 1回主催し、学術誌の法医学特集号の

編集を担当し、脳神経外傷に特化した研究拠点の役割を国内外に示した。 

２． 内閣府死因究明等対策推進室（参事官補佐 八木隆明 氏、主査 藤井清高 氏、主査

江﨑治朗 氏）から本事業の視察があり（平成 28 年 9 月 2 日）、脳神経外傷の解剖事

例を重点的に受け入れることの意義として、精度の高い剖検結果を提示して治安維持

に貢献すること、臨床研究や基礎研究に結び付けて人々と社会に研究成果を還元す

ることにあることを説明し、本事業終了時に大学法医学教室を中心とした死因究明制

度のモデルの提示が求められた（平成 28 年度）。 

 

達成度（研究の進捗状況）については、当初の計画はほぼ達成していると判断される。後

述の評価委員会による研究の進捗状況についての評価結果は、委員 2 名が「評価できる点

が極めて多い（5段階評価の最高評価）」、委員 1名が「評価できる点が多い（5段階評価の 2

番目に良い評価）」であった。 
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＜特に優れた研究成果＞ 

１．法医解剖を積極的に受け入れて件数を増加させた結果、脳神経外傷の剖検例も増加し、

脳神経外傷の剖検データベースの構築が可能となった。外傷性脳損傷の重症化機序の

解析などの研究が可能となった。 

２．*4 法医解剖から得られたアイデアを基にしたモデル動物を用いた脳神経外傷の研究で

は、後遺障害である外傷後パーキンソン症候群と外傷後うつ病について発症機序に関係

する知見が得られた。 

 

＜問題点とその克服方法＞ 

１． デスクトップ型次世代シーケンサー（イルミナ株式会社・MiSeqシステム）を平成 27年度に

研究設備として購入設置する予定であったが、本学が平成 26 年度に私立大学等経常費

補助金の減額措置となったため、申請ができず、設置ができていない。私立大学等研究

設備整備費等補助金の申請を検討している。 

２． 本学が平成 26・27 年度に私立大学等経常費補助金の 10％減額措置となったため、平成

26・27年度は本事業の研究費補助金が 10％減額となった。費用対効果を高めることで対

応した。 

 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 

１． 薬物分析機器の設置による薬物検査体制の確立により、医療機関から急性中毒の薬物

分析の依頼があり、平成 26年 12件、平成 27年 5件、平成 28年 11件の薬物定性定量

分析を行い、急性中毒患者の診断と治療、治療効果の判定に貢献した。 

 

＜今後の研究方針＞ 

１． 脳神経外傷の法医解剖を重点的に受け入れ、脳神経外傷の剖検データベースを構築す

ると共に、脳神経外傷の剖検診断のための標準化指針を作成し、外傷性損傷脳の標準

的な肉眼・組織検査方法を示す。 

２． 法医解剖から得られたアイデアを基にしたモデル動物を用いた脳神経外傷の基礎研究を

推進し、剖検例から基礎研究に亘る脳神経外傷の実務と研究に特化した研究拠点を目

指す。 

＜今後期待される研究成果＞ 

１． 大学法医学教室による脳神経外傷に特化した死因究明のための研究拠点のモデルを形

成することにより、我が国で既存の大学法医学教室を中心とした死因究明制度のあり方

を提示することができる。 

２． 死因究明のための設備を充実して法医解剖を数多く行うことにより、人権擁護と治安維

持に貢献でき、死因診断を行う法医学研究者の育成が可能となる。 

３． 法医解剖から得られたアイデアに基づく脳神経外傷の診断と病態に関する基礎研究を推

進し、脳神経外傷の新たな病理診断の方法や死因診断の方法を見出すことができる。 

４． 脳神経外傷の剖検診断・研究に特化した研究拠点を形成することで、①事故等の患者と

家族への貢献、②人々と社会（医療と司法機関）への貢献、③学術分野（脳神経外傷学、

法医学）への貢献、④研究者育成（基礎研究者と法医学者）への貢献が可能となる。 

 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

平成 28年 5月 10日に東京女子医科大学で開催した評価委員会で提示した自己評価に平

成 28年度の項目を追加した表を記す（表 2）。 
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表 2．自己評価の実施結果 

年度 計画 実施 自己評価 

26 法医解剖標準業務手順書の作成 法医解剖標準業務手順書の作成 

内部事例検討会の実施 
○ 

 法医解剖に伴う各種検査体制の整

備 

薬物検査の実施体制の整備 

DNA解析の実施体制の整備 
○ 

 ヘッドスペース GCシステムの設置

と揮発性物質の定性・定量方法の確

立 

ヘッドスペース GCシステムの設置とエ

タノール、アセトン、メタノール、ギ酸

の定性・定量方法の確立 

○ 

 主催学会で脳神経外傷の剖検診断

と病態を主要テーマとする 

日本法医学会関東地方集会主催 

学会誌「交通事故と法医学」編集 
○ 

 外部委員を含む評価委員会の設置 外部委員を含む評価委員会の設置 ○ 

27 脳神経外傷の法医解剖の重点的な

受け入れ 

法医解剖数の減少（平成 27年） 
△ 

 脳神経外傷の剖検診断のための標

準化指針の作成 

未実施 
× 

 次世代シーケンサーの設置とDNA解

析の方法確立 

私立大学等経常費補助金減額に伴う申

請停止 
評価不能 

 主催する国際学会で頭部顔面外傷

の剖検診断を主要テーマとする 

国際学会ワークショップ開催 
○ 

 外部委員を含む評価委員会の評

価・検証 

研究報告会と評価委員会の開催（平成 28

年 5月） 
○ 

28 脳神経外傷の基礎研究の実施 英文論文 13編、英文図書 1冊、国際学

会 9回の発表（平成 26～28年） 
○ 

 脳神経外傷の法医解剖の重点的な

受け入れ 

法医解剖数の増加（平成 28年） 
○ 

 

費用対効果については、ヘッドスペース GC システムの導入で薬物検査体制が確立し

剖検診断の精度が向上したこと、国際学会ワークショップや国内学会の主催で学外へ向

けた情報提供が行われたこと、さらに、脳神経外傷の基礎研究が進展したことから、使

用した費用を上回る成果が得られていると判断される。なお、後述の評価委員会の費用

対効果に関する評価結果は、委員 1 名が「評価できる点が極めて多い（5段階評価の最高評

価）」、委員 2名が「評価できる点が多い（5段階評価の 2 番目に良い評価）」であった。 

自己評価に基づく改善として、法医解剖数を増やし、脳神経外傷の剖検データベース

を構築した。また、脳神経外傷の剖検診断のための標準化指針を作成し、外傷性脳損傷

の標準的な肉眼・組織検査方法を示すための準備を進めている。研究費については今後

も必要最小限の支出として最大の費用対効果とする予定である。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

平成 28 年 5 月 10 日に東京女子医科大学において外部委員を含む評価委員会を開催し

た。研究代表者らによる進捗状況と自己評価の報告の後、質疑応答を行い、後日、委員から

総合評価（5 段階評価）、個別評価（5 段階評価）、評価の概要（記述）からなる評価表が提出

された。総合評価は委員全員で「評価できる点が極めて多い（5 段階評価の最高評価）」であ

った。評価表の集計結果を表に示す（表 3）。 
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表 3．評価委員会の評価結果一覧 

 
総 合 評

価 

研 究 の

進 捗 状

況 

患者と家

族への貢

献 

人 々 と

社 会 へ

の貢献 

学 術 分

野 へ の

貢献 

研 究 者

育 成 へ

の貢献 

費 用 対

効果 

将来の

発展性 

松村委員 5 5 5 4 5 4 4 5 

櫻田委員 5 4 5 5 5 4 5 5 

柴田委員 5 5 4 5 5 4 4 5 

5…評価できる点が極めて多い（大きい）   4…評価できる点が多い（大きい）    3…普通 

2…評価できる点が少ない (小さい)      1…評価できる点が極めて少ない (小さい) 

 

各委員の評価の概要（原文のまま） 

１．外部評価委員 松村良之 氏 （北海道大学名誉教授・専門分野 法学） 

着実に研究が進んでいると判断できる（今後は、「死因究明のための脳神経外傷の診断

と病態解析」というタイトルのもとで、個別の研究を統合するという点に配慮されたい）。患者

と家族への貢献、人々と社会への貢献もかなりの程度になされているが、今後外傷者の治

療にも役立つこと、また社会への貢献のなお一層の可視化（一般の人々は法医学を犯罪捜

査としか結びつけていない場合が多い）を考慮されたい。研究者育成への貢献は、法医学

志望者が少ないという厳しい条件の中で貴プロジェクトが大変努力されていることがよくわ

かった。この点は、もう少し長期的な視点で見る必要があるだろう。 

２．外部評価委員 櫻田宏一 氏 （東京医科歯科大学教授・専門分野 法医学） 

本研究は平成 26 年度開始の 5 年計画であり、本評価は平成 26 年度および 27 年度の

中間報告に基づいたものである。予定していた研究計画はほぼ達成され、諸事情により平

成 27 年度予定していた設備費（次世代シークエンサー設置等、9,360 千円）の交付停止、ま

た研究費 10％削減の厳しい状況ではあったが、十分な研究成果（論文 10 編、学会発表 8

件）を挙げられた点は高く評価できる。頭部外傷の法医解剖数が少なかったことで、頭部外

傷の剖検診断のための標準化指針の作成までは至らなかったが、これは解剖数の変動に

左右さるものであり、平成 28 年度以降の解剖数増加により達成できるものと考える。さら

に、今後予定されている外傷性脳損傷モデル動物を用いた研究においても、すでにその基

礎となる研究を開始し、基礎データの蓄積を認めることから、研究計画に基づいた取り組み

により、目標とする脳神経外傷の剖検診断に特化した研究拠点形成が期待できるものと考

える。 

３．学内評価委員 柴田亮行 氏 （東京女子医科大学教授・専門分野 病理学） 

脳神経外傷を死因と結びつけるメカニズムを多角的な視点から分析してきたことは大い

に評価され、人々と社会ならびに学術分野への貢献度は極めて高いと言える。一方、神経

伝達物質のシナプス内濃度を制御するトランスポーターの解析に当たっては、シナプスに隣

接する部位でのウエスタンブロットか細胞体における RT-qPCR による定量分析がより精度

を高めるので、現在教室に設置されている機器を駆使すれば、より費用対効果が上昇する

と期待される。 

 

評価委員会の評価結果に基づく改善として、関係司法機関の理解と協力を得て、法医

解剖数を増加させ、本事業の社会貢献度を高めた。今後は個別の研究を統合するという

点に配慮して研究を進めることとし、脳神経外傷の剖検から基礎研究までを統合して実施す

る研究拠点の形成を目標とすることを確認した。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 脳神経外傷      （２） 外傷性脳損傷         （３） 剖検診断       

（４） 死因究明            （５） 医と法              （６）              

（７）                   （８）                   

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

１． *3国内学術集会（第83回日本法医学会学術関東地方集会）を主催し、脳神経外傷の剖

検診断と病態解析を主要テーマとし、225 名が参加した（平成 26 年 11 月 8 日・於 東京

女子医科大学）。 

２． *3 国際学会ワークショップ Diagnosis of and research on traumatic brain injury for 

medico-legal death investigationを主催し、本研究の課題名をワークショップの名称とし、

脳神経外傷の剖検診断と病態解析をテーマとして、海外 20 名、国内 25 名が参加した

（平成 27年 8 月 2 日、於 東京医科歯科大学）。 

（URL: http://www.tmd.ac.jp/med/legm/houshi_IACI__j_spworkshop.html）。 

３． 東京女子医科大学業績データベースで本事業による研究成果を公表している（URL: 

http://gyoseki.twmu.ac.jp/twmhp/KgApp?kozac=C11300000000&year=2016）。 

４． 東京女子医科大学医学部法医学講座ホームページで本事業を紹介している（URL: 

http://www.twmu.ac.jp/Basic/legal-m//）。 

５． *3国際交通安全学会誌 IATSS Review特集号「交通事故と法医学」（40巻 1号、平成 27

年 1 月、発行部数 1,500 部）を特集担当編集委員として企画し、熊本大学 西谷陽子 教

授、防衛医科大学 原田一樹准教授に論文執筆を依頼し、8 編の論文を取りまとめ、法

医学に関する特集号として出版された（平成 26年度）。 

（URL: http://www.iatss.or.jp/ebook/review/Review40-1_book/_SWF_Window.html） 

＜これから実施する予定のもの＞ 

１． 研究成果発表会・評価委員会（平成 30年度・予定） 

 

１４ その他の研究成果等 

なし 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

研究拠点の形成という視点を強く持って取り組んでいただきたい。 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

脳神経外傷の剖検診断から基礎研究までを統合して実施する研究拠点の形成を目標と

し、選定された研究計画を推進して研究基盤を形成すると共に、国際学会ワークショップ、国

内学術集会を主催し、学術誌の法医学特集号の編集を担当することで、国内外に向けて研

究の計画、内容及び成果の積極的な公開を行った。評価委員会や関係機関の意見を参考

にし、研究代表者の最重要課題として本事業に取り組んでいくとともに、外部から医師や医

学生の研修を積極的に受け入れ、人材育成を行い、日本の法医学分野の人材養成に貢献

した。 
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